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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 即 ち 、 上 記 舌 片 素 片 １ ９ の 容 積 を 舌 片 １ ３ ａ の 容 積 に 比 べ て 過 剰 に し て い る 為 、 得 ら れ
た 舌 片 １ ３ ａ に 欠 肉 が 発 生 す る 事 が な い 。 又 、 過 剰 容 積 分 は バ リ ２ ２ と し て 舌 片 の
本 体 部 分 を 加 工 す る 為 の 舌 片 加 工 用 空 間 部 ２ ５ 外 に 連 続 す る 逃 げ 空 間 ２ ６ に 逃 が す 為 、 上
記 舌 片 素 片 １ ９ の 大 部 分 で 、 上 記 舌 片 加 工 用 空 間 部 ２ ５ 内 に 留 ま っ た 部 分 は 、 こ の 舌 片 加
工 用 空 間 部 ２ ５ を 構 成 す る １ 対 の 金 型 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 同 士 の 間 で 正 規 に 押 圧 さ れ る 。 こ の
結 果 、 上 記 舌 片 １ ３ ａ の 形 状 が 不 正 規 に な っ た り 、 或 は 塑 性 加 工 後 の ス プ リ ン グ バ ッ ク の
量 が 多 く な る 事 を 防 止 で き る 。 尚 、 上 記 ば り ２ ２ は 、 上 記 ポ ケ ッ ト １ ０ と 反 対 側 に 突 出 す
る 為 、 こ の バ リ ２ ２ が 球 面 こ ろ ３ の 一 部 と 干 渉 す る 等 し て 、 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 機 能 を 損
な う 事 は な い 。
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